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４ポイントが「ひょうごの景観ビューポイント150選」に選定

ふるさとを歩こう 02

もひとつ

　

明
治
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
誕
生
し

た
「
兵
庫
県
」。
以
降
、
摂
津
・
播
磨
・

但
馬
・
丹
波
・
淡
路
の
個
性
豊
か
な
五
国

が
一
つ
と
な
り
、
今
日
の
兵
庫
県
を
作
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

「
ひ
ょ
う
ご
の
景
観
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

１
５
０
選
」
は
、
県
の
誕
生
か
ら
１
５
０

年
を
記
念
し
た
県
民
参
加
型
の
事
業
で
、

兵
庫
県
は
県
内
の
美
し
い
ま
ち
な
み
や
豊

か
な
自
然
な
ど
、
人
を
引
き
つ
け
る
素
晴

ら
し
い
「
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
を
募
集
。

投
票
の
結
果
、
西
脇
市
か
ら
は
番
外
編
を

含
め
４
ヵ
所
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
を
「
再
発
見
」
す
る
ビ
ュ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
訪
ね
、
自
身
で
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。

　
◆
問
合
せ

　

建
築
住
宅
課
（
市
役
所
内
線
２
８
２
）

　矢筈山は、標高363メートルのおにぎりのよ
うな形をした里山。山頂には古い山城の跡があ
ります。眼下には西脇市街地が広がり、天気が
良ければ丹波や六甲の山並み、遠くは明石海峡
大橋、淡路島まで見渡すことができます。
　登山道が整備されていて、約１時間で山頂ま
で登ることが可能。毎日登る愛好家もいるほど
手軽な低山ですが、急斜面の階段道を延々と登
るタフなコースでもあります。登山口がある高
田井町には、駐車場が整備されています。
　秋から冬にかけて、冷え込んだ早朝に見られ
る雲海は絶景です。

矢筈山山頂
秋から冬は雲海が見頃

高田井町

　登山口がある城山公園から登ると、傾斜は徐
々に急に。山頂手前の最後の200メートルは、
ロープ伝いの急な上り坂になります。標高は
289メートルの低山ながら、中級者向けの山で
す。山頂には南北朝時代から室町時代に築かれ
た比延山城跡があり、さらに北へ向かうと大岩
壁が広がる三角点があります。
　眼下には加古川が流れ、川沿いに田園風景が
広がる西脇市の雄大な景色が望めます。また、
矢筈山と同じく比延山でも、秋から冬にかけて
雲海が広がる素晴らしい光景を見ることができ
ます。

比延山の三角点・大岩壁
山頂から田園風景を一望

比延町

　西脇市出身で名誉市民の美術家・横尾忠則さ
んが幼少時代に親しんだ風景。市内には横尾さ
んの代表作ともいえる絵画「Ｙ字路」の舞台と
なった場所が12ヵ所あります。中でもＹ字路の
三角地がよく分かるものとして選ばれたのが、
《Ｙ字路（暗夜光路Ｎ市－Ｖ）》の題材となっ
た旧八〇亭です。
　最初に描いた椿坂（ホビイ模型店跡）の《Ｙ
字路（暗夜光路Ｎ市－Ⅰ）》は、
平成30年に旧模型店の建物
を黒一色に塗り、立体作品
《黒の光　その１》として
公開されています。

旧八〇亭
横尾さんが描いた「Ｙ字路」

西脇（南旭町）

　約230年前から、西脇市を中心に基幹産業と
して栄えてきた「播州織」。織物工場の屋根は
より多くの太陽光を取り入れるため、特徴のあ
る「のこぎり」の形をしていました。
　平成19年、西脇ＴＭＯ（西脇商工会議所）が
播州織のＰＲと中心市街地の活性化を目的に、
かつての織物工場を改修して「播州織工房館」
をオープン。館内では、播州織製品の展示販売
やファッションショー等の
イベントが行われます。

播州織工房館前
播州織の製品が勢ぞろい

西脇（上本町）

番外編 123

西脇の魅力を再発見

館内での機織りの実演は
「音」でも楽しめます

ビューポイントの目印は黒のプレート
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